
  
特定非営利活動法人 

 

手話学習者及び手話通訳者が研鑽を重ねることで、手話通訳による聴覚

障害者の情報保障の確立及び福祉の向上を目指し、また手話を広めること

により障害の有無にかかわらず誰もが暮らしやすい社会の実現を図る。 

公益信託広島市まちづくり活動支援基金 第２０回助成事業 まちづくり活動発展助成部門 

ビルがお墓に見える 

～被爆体験と旧陸軍被服支廠～ 
日 時：７月３０日（土）１３時３０分～１５時３０分 

場 所：広島平和記念資料館 東館地下１階会議室（１） 

講 師：被爆体験証言者 

参加者：５１名 

 

被爆体験証言者 

講師は１５歳で

被爆し、終戦後、脱

毛や紫斑、高熱な

どに悩まされた

が、両親の看病に

より元気を取り戻

す。証言が平和を

守ることにつなが

り、被爆した下級

生の供養になると

いう思いから９３

歳の今でも被爆体

験証言者として活

動を続けている。 

 参加者は、被爆証言を聞き、二

度と悲劇を繰り返さないこと、

核兵器廃絶に向け声をあげるこ

と、この悲劇を後世に語り継ぐ

ことの大切さを改めて考えさせ

られました。「油断するといつの

間にか平和は逃げる」という言

葉をしっかりと心に刻み、今後

も被爆体験を手話で語り継ぐ活

動を続けていきたいです。 
手話通訳者 

日 時：８月２７日（土）１０時３０分～１２時 

場 所：東区地域福祉センターボランティア研修室 

  幼い頃に被爆し、家族も名前も失

い、深い悲しみとともに大変な状況

で生きてきたろう被爆者の生涯を、

広島市立基町高等学校の生徒たち

が紙芝居に描きました。その紙芝居

に手話をつけ、披露しました。 

ろう被爆者のドキュメン

タリー鑑賞をし、手話通訳

士が紙芝居に寄せた熱い思

いを語りました。紙芝居と

手話を通して、ろう被爆者

に思いをはせ、平和の大切

さをかみしめました。たく

さんの人にこの紙芝居と、

紙芝居に込められた思いを

届けていきたいです。 

参加者：30 名 

 

手話語り 

 

【設立目的】 

 

日 時：11月３日（木・祝）１0時～１５時 

場 所：福山市市民参画センター4階 2会議室 

講 師：ろう講師 

参加者：13 名 

 

 ろう講師より、手話の文法の詳しい解説が

あり、ろう者に伝わる手話のポイントについ

て具体的な例をあげながら丁寧な指導があり

ました。研修中は音声で話すことは禁止され、

全て手話で進められました。ろう講師のいき

いきとした手話・表情・適切な手話の文法に

魅了された研修会でした。 

  

ろう講師 

参加者は、ろう者が見て疲れない「伝わる手話」を繰り返し練習するこ

とにより、自分の手話の癖に気付き修正していきました。今回学んだ手話

の正しい文法を意識し、さらに「伝わる手話」の向上を目指していきます。 

●理学療法士に学ぶ研修会 

日時：１２月１０日(土) 13 時～16 時 30 分  

場所：東区地域福祉センター 

講師：理学療法士 

 

●読み取り通訳研修会 

日時：令和５年１月１４日(土)～15 日(日)  

場所：東区地域福祉センター 

講師：手話通訳士 

 

●ラジオ体操指導と読み取り学習 

日時：令和５年２月１１日(土祝) 13 時 30 分～15 時 30 分 

場所： 

講師：ラジオ体操指導士 

 ※読み取り学習は動画を使用 

 

●手話通訳の基本を学ぶ研修会 

日時：令和５年３月４日（土） 13 時～16 時 

場所：東区地域福祉センター 

講師：手話通訳士 

 
今後も、参加してよかったと思って

もらえる研修会を考えていきたい。 

また、手話に興味をもった人に、手話

学習を始めるきっかけとなるような

活動をしていきたい。 

 


